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研究成果の概要（和文）：インド最古の文法書『パーニニ文典（アシュターディヤーイー）』を残した文法学者
パーニニ（紀元前4世紀）が定式化する言語を古インドアーリヤ語（いわゆるサンスクリット）の歴史的展開の
中に位置づけることはインド学における長年の課題であった。そこで課題の達成を目指して，本研究はパーニニ
が教える動詞語幹形成法，特に重複現在語幹形成法を古インドアーリヤ語の古層（ヴェーダ語）の実例と照合
し，文法学者パーニニがどの文献にみられる語形・語法を念頭において文法規則を立てたのかを調査，同定し
た。

研究成果の概要（英文）：This study examines Panini's Grammar in light of the develpment of Old 
Indo-Aryan, and focuses on reduplicated present stems taught in Panini's Grammar, which were 
examined on the basis of linguistic facts in Vedic literature. In this research project, 
reduplicated present stems arising from application of  Panini's grammatical rules were compared 
with the Vedic reduplicated present formations, and linguistic facts on which Panini's rules were 
based were elucidated.

研究分野：インド学

キーワード： 重複現在語幹　パーニニ　ヴェーダ　古インドアーリヤ語　第3類動詞群
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１．研究開始当初の背景 

紀元前 世紀に活躍したパーニニが著した

文法書『パーニニ文典（アシュターディヤー

イー）』を古インドアーリヤ語（サンスクリ

ット）の歴史的展開の中に位置づけることは

長年の課題である。特にバラモン教聖典「ヴ

ェーダ」の言語は，古インドアーリヤ語の古

い段階を示しており，インド・ヨーロッパ語

比較言語学における第一級の史料であると

同時に，『パーニニ文典』を言語史的に位置

づける上で最重要資料である。ヴェーダとパ

ーニニの比較研究は 等によっ

て取り組まれたが，今日までの研究の進展に

照らして，全面的にやり直す必要がある。

近年ヴェーダ学，インド・ヨーロッパ語比

較言語学の分野において，文法研究，特に個

別の動詞カテゴリーに関する網羅的研究書

の出版が相次ぎ，研究が飛躍的に進展した。

重複カテゴリーについて言えば，

（ ）等によ

る基礎研究がある。また全ヴェーダ文献のイ

ン デック ス

（ －）を用いることにより，

ヴェーダの用例を徹底的に調査することが

可能になった。これまで，本報告者は主にヴ

ェーダ語の重複語幹動詞をパーニニが教え

る語形と照合しながら，パーニニが念頭にお

いていた事実を解明することに取り組んで

きた。関連分野における蓄積，そして本報告

者のこれまでの研究成果を基に『パーニニ文

典』の実像解明に本格的に取り組み得る段階

に達した。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は，パーニニ文法を歴史的展

開に位置づけることである。目的を達成する

ためにパーニニが言及する，又はパーニニ文

典から推定される重複現在語幹動詞をヴェ

ーダの用例と照合し，パーニニが規則を立て

る上で念頭に置いていた言語事実を明らか

にするという作業を積み重ねる。またイン

ド・ヨーロッパ語比較言語学，ヴェーダ学，

パーニニ文法学等の諸領域で達成された最

新の成果を活用しながら，『パーニニ文典』

の言語史的位置づけ，実体解明に取り組み，

同文典を信頼できる資料としてインド学，言

語学に提供することを目指す。 

 

３．研究の方法 

パーニニが定式化した言語はヴェーダ語

か ら 古 典 サ ン ス ク リ ッ ト へ の 過 渡 期

（ ）に位置づけられ，

古インドアーリヤ語がブラーフマナ文献の

時代までに受けた重要な変化を全て経た後

の姿を示している。古インドアーリヤ語の展

開を考慮に入れながら，重複現在語幹形成の

体系的な考察を行い，ヴェーダ語における重

複現在語幹形成法の展開を確認する。先ず重

複現在語幹形成，およびその可能性が考えら

れる重複語幹を の動詞語幹一覧を用

いて，リストアップし，それらを純粋に形式

的観点（語根構造，重複の仕方等）に従って

分類する。それらをヴェーダ文献（リグヴェ

ーダ，アタルヴァヴェーダ，ヤジュルヴェー

ダ，ブラーフマナ，ウパニシャッド，シュラ

ウタスートラ）の用例に基づき精査する。ま

た完了語幹の過去形（ ）や話法形

（ ）を介して 次的に作られた重

複現在語幹については

（ ）等の先行研究を利

用しながらヴェーダ語の用例を調査する。

ヴェーダ語の重複現在語幹形成法の基本

的枠組みを把握した後，本研究の中核となる

調査にとりかかる。具体的には 以下の

（第 類）動詞群に分類される， の動詞語

基から導き出される重複現在語幹を

（ －）

を用いてヴェーダの用例と比較し，パーニニ

が実際にどのような，又はどの時代の言語事

実を予定して規則を立てたのかを明らかに

する。動詞語基リスト『ダートゥパータ』の



第 類動詞群の中， － の動詞語

基は専らヴェーダ語において用いられると

されているが，この中の半数近くは，現在語

幹以外，つまり完了語幹の話法形や意欲語幹

であり，重複現在語幹として登録されるに至

った事情をヴェーダの用例に基づいて明ら

かにする。 

重複現在語幹，重複に関する文法規則

に対する標準的注釈書の議論を読み解くこ

とを中心に研究を進める。先ず，『パーニニ

文典』の規則のパラフレーズ的注解『カーシ

カーヴリッティ』，パタンジャリ『マハーバ

ーシャ』の見解と例を調査する。次にバット

ージディークシタ『シッダーンタ・カウムデ

ィー』等の教本，『クシーラタランギニー』

等の『ダートゥパータ』の注釈書類に見られ

る記述や語形も可能な限り収集・分析し，

個々の語形を導き出すためにいかなる規則

が適用されるのかを明らかにする。最終的に

はパーニニが教える重複現在語幹の共時的

姿を再構成することを目指す。

 

４．研究成果 

ヴェーダ文献に現れる重複現在語幹を一

つずつ調査し，個々の語幹の歴史的展開とパ

ーニニが教える語幹形成法と照合した。その

結果を基に規則を立てる上で念頭に置いて

いた言語事実の同定に取り組んだ。ヴェーダ

語の動詞 「与える」の重複現在語幹 と

アオリスト語幹 の全用例を精査し，活

用表（ ），機能，統語レベルにおけ

る分担関係， 「与える」との補完の可能性

に関する考察を行った。 「置き定める」

の重複現在語幹，意欲語幹のヴェーダにおけ

る用例を調査し，パーニニが定める語幹形成

法と照合し，パーニニが規則を立てる上で念

頭に置いた事実を明らかにした。完了語幹

（ ），強意語幹（ ）から２次的

に作られた重複現在語幹動詞のヴェーダ語

の用例を精査し，パーニニが挙げる語形と照

合し，パーニニ（ ）が念

頭に置いていた事実の同定に取り組んだ。

また，一つの活用表（ ）を複数の

異なる語幹が担う現象，補充法（ ）

はインド・ヨーロッパ語比較言語学における

重要課題であるが，この補充法はパーニニ文

法が前提とする動詞組織においても重要な

役割を演じる。そこで と 「食べる」

という２つの動詞についてヴェーダの用例

と比較しながらパーニニが前提としていた，

動詞の交替および活用表の解明に取り組み

成果を挙げた。

『マハーバーシャ』に見られる動詞，特に

意欲語幹に関する議論を広島大学を中心と

する専門家の協力を得て読解し，成果の一部

を公開した。

また，ヴェーダ語の重複語幹が列挙されて

いる規則を調査する過程で，現在語幹

「熱くなる」がラテン語 「熱い」に対

応し，インド・ヨーロッパ祖語に遡る語幹

（ ）の可能性があることが判った

ため，この問題について調査を行い，国際ワ

ークショップ（ウィーン）にて発表した。
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